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2月 4日、当会財団法人設立50周年式典がグランドニッコー東京 台場にて開催され、日本全国、

また世界各国から約 700 人にご参加いただきました。なお当日は、たくさんのロータリアン、学友・

奨学生がボランティアとして協力してくれました。この場をお借りして御礼申し上げます。 

 

フォーラム  50 周年記念委員会の塙東男委員

長の宣言により、第 1部フォーラムがスタート。

財団を代表し、小沢一彦理事長より本式典にご

参加いただいた方々へ感謝の言葉が述べられま

した。続いて 2016-18 年度国際ロータリー理

事・斎藤直美氏および東京ＲＣ会長・森田富治

郎氏から祝辞をいただいたあと、フォーラム「世

界に平和の種をまく ～米山記念奨学事業、未

来への提言～」が始まりました。ファシリテー

ターは髙野孫左衛門氏、学友を代表して陳思乾

さん、全炳台さん、林小微さん、ジャンチブ・

ガルバドラッハさん、于咏さんの 5人がパネリ

ストとして登壇し、「奉仕・成長」「恩返し・懸

け橋」「行動・ネットワーク」などを主題に、各

自が熱い思いを述べました。髙野氏はさらに、6

人の歴代理事長が描いた夢を示しながら、「ゲー

テの言葉に“小さい夢は見るな。それには人の

心を動かす力がないからだ”とあるように、米

山記念奨学事業の発展には人材育成・世界平

和・国際親善の推進といった基盤があったから

こそ、多くの人の心を動かすことができた」と

し、設立時にロータリアンが掲げた夢を今後も

一貫して描き続け、夢の実現に向け事業を推進

していこうと力強く呼び掛けました。 

 

祝賀会  第 2 部祝賀会は、二胡奏者として活躍

する学友の姜暁艶さんの華麗な演奏で始まり、

奨学生・学友たちがロータリアンの入場を手拍

子で出迎えました。50 周年記念委員の相澤光春

氏と学友のジョルダヤコヴァ・サウレさんの息

のあった進行のもと、駐日ミャンマー大使をは

じめ、各国大使館・地域代表機関などからの来

賓が紹介されました。続く記念講話には神奈川

県立保健福祉大学名誉学長の阿部志郎氏が登壇。

御年 92 歳の阿部氏は、幼少時、近所に住む米山

梅吉・春子夫妻とよく顔を合わせたそうです。

「皆さんは米山スピリットの継承者。経済・社

会・世界に対して傾ける耳、差し伸べる手を持

て」との力強い言葉が感動を呼びました。また、

特別表彰として、当事業に多大な貢献をしてい

ただいた坂本精志氏ご夫妻に、小沢一彦理事長

から感謝盾と花束が贈呈されました。「家族で話

し合って、持てるもの全てを社会に還元するこ

とを決めた」という坂本氏の言葉もまた、聞く

人に深い感銘を与えるものでした。 

学友を代表し 1965-68 年度奨学生・廖一久さ

んの感謝のスピーチ、姜暁艶さんのアトラクシ

ョン演奏が終わると、あっという間に閉宴の時

間に。最後は、全ゲスト 700 人による圧巻の「手

に手つないで」で締めくくられました。
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財団設立50周年記念式典を目前に控えた2月

2日、ネパール米山学友会（会長：ビジャヤ・

パントさん）からお祝いの品が届きました。ネ

パール伝統の見事な木彫り細工の施された壁飾

りで、日本語で「50 周年おめでとうございます」

とメッセージプレートが付いています。 

また、式典当日には、モンゴル米山学友会（会

長：シルネン・ブヤンジャルガルさん）から、

50周年記念の米山シンボルマークをあしらった

手作りのウェルカムボードが届けられ、受付に

飾られました。台湾米山学友会（理事長：呉憲

璋さん）からは、台

湾の刑務所で矯正

教育の一環として

作られた芸術的な

ボールペンが 60 本

寄贈されました。こ

のボールペンは、同学友会の意向により、来賓

に贈られたほか、当日、ニコニコボックスに

3,000 円以上寄付してくださった方に、御礼と

してプレゼントされました。
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1月までの寄付金は前年同期と比べて4.9％増（普

通寄付金：0.7％増、特別寄付金：7.3％増）、約 5

千万円の増加となりました。1 月のみの寄付額は例

年並みでしたが、寄付累計額は約 10 億 7 千万円で、

直近 10 年間のうちでも 3 番目に多い寄付額となり、

下期も順調に良いスタートを切ることができました。 

1 月は普通寄付金（クラブで決定した金額×会員

数分でお送りいただく定期寄付）下期分が主となり

ますが、今年度は 1 月末までに全クラブの 75％、

1,696 クラブからご納入いただきました。今後とも

ご協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

海 外 米 山 学 友 会 総 会 のご案 内  
 マレーシア  2018 年3月4日（日）16:00〜 会場：マレーシア学友会事務所 (51B-1-01 
Jalan Sungai Dua, 11700 Gelugor, Penang)、申込：yoneyama.malaysia@gmail.com 

 タ イ  2018 年 3 月 17 日（土）15:30〜受付開始 
会場：KU HOME（バンコク市内） 申込：thaiyoneyama@gmail.com ワシン（タイ米山学友会幹事） 
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